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◆設立：  平成16年2月29日
◆資本金： 1兆8,282億円 （令和8年4月1日現在）
◆役職員数：  役員10名／職員数1,147名（令和8年4月1日現在）
◆主たる事務所：東京都港区虎ノ門（本部）、海外13事務所 等
◆ JOGMECの使命
「石油・天然ガス」「水素・アンモニア」「CCS」「地熱」「洋上風力」「金属」「石炭 」の７つの分野において、
地質構造調査や金融支援、技術開発、資源備蓄等、さまざまなサービスを展開 し、日本の資源・エ ネ
ルギーの安定供給の確保とｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙという2つの命題の両立を図っていくことで、国民生活と経
済の安定に貢献していくこと

JOGMECの紹介
独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構
Japan Organization for Metals and Energy Security（JOGMEC）
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探査出資

探査（調査井掘削等） 生産・還元井掘削 発電設備設置

地質調査､物理
探査等により､
地下の構造を
把握

環境影響評価を踏ま
え、パイプライン等
の設備設置や発電所
を建設

小口径の調査井を掘削して
蒸気の噴出量等を確認。持
続的な発電の可能性を評価

大口径井戸を掘削し発
電に供する蒸気を回収
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井戸を掘削して
地下の詳細構造
を把握

地表調査 掘削調査
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判
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大＞資源開発リスク

海外における地熱資源調査(R3～)、探査出資(R5～)

• 地熱開発には固有の課題、①地下資源リスク、②長い開発期間、③地域理解が必須等が存在。
• JOGMECとしては、地熱開発を促進するため、それらの課題に対して、あらゆる調査・開発段階に

おいて、自主調査、資金支援、技術支援、理解促進、人材育成等の各種事業を展開。

約３年 約３～４年 約３～４年

地
熱
開
発
プ
ロ
セ
ス

温泉モニタリング、地表
調査・掘削調査等の初期
調査に対してコスト負担
軽減のための助成

地下から経済性を有する蒸気を取
り出せるかを確認する目的で、井
戸の掘削調査等を行うための費用
を出資

発電に必要な井戸の掘削や発電設備の設置を
行う開発事業のための借入資金に対する債務
保証

地熱資源量調査助成金
地熱資源ポテ

ンシャル調査
開発債務保証

技術開発（地下構造の探査手法の高精度化、坑井掘削の期間短縮化・低コスト化 等）

理解促進、人材育成（シンポジウム等の開催、自治体等への専門家による助言、研修事業の開催 等）

JOGMEC自体が行う調査等

事業者等への支援業務

資金規模＜大

業
務
区
分

JOGMECが実施す
る基礎調査
・空中物理探査
・地表調査
・掘削調査など

約５～6年

地熱事業部門の取組み（地熱開発プロセスとJOGMECの支援スキーム）
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地熱フロンティアプロジェクト



助成金・金融支援プロジェクトの実績
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地方自治体への支援

地熱開発を取り巻く課題や疑問に対し、自治
体間で意見交換や勉強会を実施することで、自
治体間のネットワーク形成や交流を深め、今後
の地熱開発の促進に向け新たな気づきの機会を
創出。

理解促進活動

地熱開発を進めていく上で、地元利害関係者の調整役としての地方自治体の役割は重要。そ
のために、JOGMECとしては、関係自治体に対し、地域の実情に沿ったきめ細かな理解活動支
援を展開していき、地熱開発事業環境の整備・改善を目指す。

＜全国地方自治体地熱研究会＞

＜地熱資源開発アドバイザリー委員会＞

地方自治体からの地熱開発に伴う課題解決
に向けた助言依頼に対して、同委員会で技術
的な見地から審議し、その結果を提供するこ
とにより、適切な地熱資源管理に取り組む地
方自治体を支援

＜委員会メンバー＞

地質、物理探査、シミュレーション、掘削、温泉、合
意形成の専門家からなる合計19名で構成

＜助言事例＞

・地熱開発に伴う温泉資源への影響評価、適切な
温泉モニタリングのあり方など

４

令和７年度研究会の様子（32自治体が参加）＠岩手県八幡平市
（JOGMEC撮影）



➢上の岱地熱発電所に加え、2019年に山葵
沢地熱発電所が運転を開始

➢市有泉からの熱水をミツバ等のハウス栽
培に活用。また、高校生ならではの視点で
ドライフルーツ「ミッチェリー」を商品化

➢ジオパークガイドの会が地熱や地域の歴
史・文化について積極的に発信

➢協議会や各種理解促進活動を展開

➢松川地熱発電所の蒸気を地熱染めに
活用、発電後の熱水を八幡平温泉郷等
へ提供

➢地熱開発の検討委員会、理解促進に係
る有識者会議の設置や「八幡平市地熱
を活かしたまちづくりビジョン」を策定し、
市民や事業者の関与を高め地熱エネル
ギーの活用策を展開

➢森地熱発電所の還元熱水の一部を熱
交換し、トマト・キュウリ等を栽培する温
室ハウスで活用

➢また、地元で生産されたトマト等を使用
したご当地グルメ「森らいす」を開発

➢情報交換会の定期開催や新エネビジョ
ンの作成、学生を対象とした新エネ見学
会を実施

✓地熱資源を活用した産業等の振興に取り組み、他地域への模範となる地方自治体を「地熱資
源の活用による地域の産業振興に関するモデル地区」として3市町村を認定（令和元年度）

✓これら模範的な取り組みを全国的に発信等することで、地域と共生した持続可能な地熱開発
を推進

北海道森町 岩手県八幡平市 秋田県湯沢市

（出典：写真）https://geothermal-model.jogmec.go.jp/model01.html_(同model02.html、同model03.html)

森地熱発電所

園芸ハウス
（森町濁川地区）森らいす

松川地熱発電所

八幡平地熱蒸気染め

山葵沢地熱発電所

ミツバの水耕栽培
（湯沢市皆瀬地区）

地熱モデル地区事業
理解促進活動

５
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地域や子供たちへの地熱理解活動

カーボンニュートラル時代の担い手となり得る子供たちを対象にした地熱特
別授業や地方自治体が主催する様々な地域イベントに参加・協力し、地域の
地熱開発に関連する情報提供や地熱理解促進活動を実施。

理解促進活動

みょうこうグッドライフフェア～IKAZUCHI＠新潟県妙高市 「山賊まつり」出展@岩手県八幡平市

北海道・弟子屈小学校での出前授業

地方創生SDGｓフェスin大阪・関西万博2025

北海道・羅臼高等学校での出前授業岩手県八幡平市平舘高等学校での出前授業

※写真は全てJOGMEC撮影



温泉事業者との対話促進

７

エネ庁や環境省と連携し、温泉関係団体（日本温泉協会、日本秘湯を守る会

等）との対話や地熱研修会の機会を通じて、地熱発電に対する不安・不信の軽

減や信頼関係の醸成に向けた活動を拡充。

理解促進活動

• 地熱シンポジウム（於、会津若松市）での佐藤名誉会長による講演

（令和3年11月22日）

• 日本秘湯を守る会・関東支部総会（＠栃木県塩原市）での地熱研

修会での講演（令和6年12月3日）

• 日本秘湯を守る会主催源泉見学・研修会（＠福島県金山町）での

講演（令和7年6月10日）

• 福島県温泉協会主催の「地熱発電の今を知る」

セミナー（＠郡山市）での講演（令和7年11月7日）

• 日本文化遺産を守る会主催の研修会（＠宮城県鎌崎温泉）での

講演（令和8年7月16日）

＜最近の主な活動事例＞
（JOGMEC撮影）

予定
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